各事業所からの照会・回答 
◇加算種別：介護職員処遇改善加算
◎実績報告
【処遇改善加算総額】
	（問１）介護職員処遇改善実績報告書の「介護職員処遇改善加算総額」欄への記載はどのようにしたらよいのか。


（答）記載については、「保険請求分に係る加算額（利用者1割負担分を含む）と区分支給限度基準額を超えたサービスに係る合計額を合算した額を記載すること」とされています。
したがって、①「保険請求分に係る加算額（利用者1割負担分を含む）」、②「区分支給限度基準額を超えたサービスに係る合計額」、及び③「合算した額（上記①、②の合計額）」を記載してください。
【法定福利費等の事業主負担増加分】
	（問２）法定福利費等の事業主負担増加分を算入する場合は、どのように実績報告に含めればよいのか。



（答）法定福利費等の事業主負担増加分は、原則として賃金改善実施期間内に実際に納付した額としてください。
例えば、社会保険料（健康保険料、介護保険料、厚生年金保険料）については、毎月の手当で賃金改善を行い、標準報酬月額の等級が変更し、翌年度の賃金改善実施期間内に納付した場合は、賃金上昇により事業主負担が増加した分を翌年度の実績に含めて報告してください。
労働保険料（雇用保険料、労災保険料）については当該年度の納付を行った時点の年度において、賃金上昇により事業主負担が増加した分を実績として報告してください。
ただし、決算上、健康保険料等を保険料の計算の対象となった月の末日の属する事業年度の損金に算入する等の場合は、納付前であっても実績報告に含めることが可能です。
